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鉢
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近
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。
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問農林課　☎22-1253

～地元農産物の魅力を発信～
　地元の農産物や直売所などの魅力をお届けします。
　～白石市農産物直売所連絡協議会は、地産地消を推進！～

市内の農産物
直売所情報▶

にぎわいの拠点　「おもしろいし市場」
　平成31年４月にオープンした「おもしろいし市場」。
地元産を中心とした新鮮農産物や農産加工品、物産品
を豊富に取りそろえています。また、併設する「カフ
ェS

サ ン サ ン
UNSUN小十郎」では、市内産ササニシキや旬の野

菜を使用するなど、地産地消に取り組んでいます。
　１月３日（金）は、初売りイベントを開催！　皆さん
ぜひお越しください。
●営業日時　１月１～２日を除いて毎日9:00～18:00
　　　　　　☎26-9778

▲カフェメニューで好評の
「スパイシーカレー」

▲市内のおいしいが盛りだ
くさん！

今後も愛される図書館に
図書館まつり

　11月24日、市制施行70周年・図書館創立
110周年・図書館建設50周年を記念し、図書
館まつりが開催されました。この日は本市出身
のイラストレーターで絵本作家の砂糖ゆきさん
が描いた新たな正面看板をお披露目。砂糖さん
のトークショーや本の交換会、図書館体験ツア
ーなどが行われ、多くの人でにぎわいました。

▲砂
さ

糖
とう

ゆきさんのイラストで新たに生まれ変わった正面看板

念願の道路がついに完成！
中河原白石沖線で開通式

　11月22日、国道113号と市道沖ノ沢郡山線
を結ぶ都市計画道路「中河原白石沖線」の開通
式を東町四丁目地内で行いました。開通式には
地元住民など約40人が出席。この整備により
幅員の狭さや歩道がないなどの課題が解消さ
れ、都市内交通の円滑化、通学する児童などの
安全性が向上しました。

▲幅員が広がった道路でテープカットをする関係者

高校生発案の地域の交流拠点
Cafe Lunaオープン

　12月から、白石市移住交流サポートセンタ
ー「1

ト ー ク・ワ ン
09-one」で白石高校生がカフェ「Cafe�

Luna」をオープンしています。「老若男女が交
流できるスペースを作りたい」と発
案したカフェ。２月20日（木）までの
期間限定オープン、営業日など詳細は
次の二次元コードをご覧ください。

▲１日数量限定「いちごのミニパフェ」を手渡す高校生

第48回全国育樹祭開催記念
「みやぎバットの森植樹祭」

　12月14日、不伐の森で「みやぎバットの森
植樹祭」が行われました。この日は、約90人
がバットの材料のアオダモやこけしの材料のミ
ズキなど40本を植樹。植樹祭後には益岡公園
野球場で、楽天野球団主催の野球教室が行われ、
会場は参加した子どもたちの元気な声があふれ
ていました。

▲植樹祭参加者で記念撮影！

▲�Instagram
　アカウント

9 Shiroishi_R7.1 8Shiroishi_R7.1

応募
方法

１人俳句三句、短歌三首、川柳三句以内（未発表のものに限る）。はがきに作品・住所・氏名・
応募する壇名をはっきり書き、〒989-0292　白石市大手町１-１白石市総務課へ。はがき一枚
に短歌、俳句、川柳の併記は不可。
毎月15日締め切り。Ｅメールでも応募できます。（ koho@city.shiroishi.miyagi.jp）

フレッシュマーケットS h i r o i s h i  M a r k e t


